
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
ご
み
の

減
量
化
、
減
容
化
の
推
進
な
ど
環
境
負
荷

の
少
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
特
に
、
エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の

挑
戦
を
具
現
化
す
る
た
め
取
り
組
ん
だ

「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
は
、
平

成
27
年
度
よ
り
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
と
浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
資
源
と
し
て

処
理
す
る
「
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
」
を
開
始

し
、
こ
れ
に
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
住
民
レ
ベ
ル
で
行
わ

れ
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
契
機
と
な
り
、
産
業
界

に
お
い
て
も
環
境
に
配
慮
し
た
Ａ
Ｓ
Ｃ
、

Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
国
際
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、

エ
コ
タ
ウ
ン
の
実
現
へ
確
実
に
歩
み
を
進

め
て
お
り
、
今
後
は
、
こ
の
歩
み
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
た
め
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦
は
、
廃
棄
物
処

理
施
設
や
最
終
処
分
場
を
持
っ
て
い
な
い

本
町
に
と
っ
て
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い

も
の
で
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
南
三
陸
の

自
然
環
境
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
も
の
が
新
た
な
資
源
に
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
全
体
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」

を
最
大
限
に
活
用
し
た
南
三
陸
な
ら
で
は

の
交
流
事
業
を
展
開
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
情
報
通
信
技
術
が
私
た
ち
の

予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
普
及
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
最
大
限
に
活
用

し
、
情
報
交
流
人
口
も
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
情
報
交
流
人
口
を

拡
大
す
る
こ
と
の
目
的
は
、
交
流
促
進
、

定
住
や
二
地
域
居
住
の
促
進
、
特
産
品
の

販
売
促
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
情
報

交
流
人
口
の
増
加
が
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
経
済
の
需
要
増
加
、
人
口
流
入

促
進
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
り
、
観
光

立
町
「
南
三
陸
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

❼「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　 

再
構
築
」

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
加

え
、
高
台
移
転
に
伴
う
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
で
、
将
来
的
な
地
域
活
動
の

担
い
手
不
足
な
ど
、
地
域
活
動
の
継
続
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
も
住

民
自
治
の
継
続
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
地

域
で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
課
題
を
、
地
域
と
行
政

が
手
を
携
え
て
担
い
合
え
る
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、住
民
同
士
の
交
流
を
促
進
す

る
よ
う
、平
成
の
森
野
球
場
や
復
旧
を
計
画

す
る
松
原
公
園
な
ど
の
施
設
を
積
極
的
に

活
用
す
る
と
と
も
に
、住
民
相
互
が
助
け
合

う
社
会
構
築
の一助
と
な
る
よ
う
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
総
合
補
助
金
な
ど
新
た
な
支
援
制
度

創
設
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
台
へ
と
移
動
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
賑
わ
い
・
生
業
の
場
で
あ
る
低

地
部
を
結
ぶ
た
め
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
町
民
バ
ス

の
連
携
を
促
進
し
、
町
民
の
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

❽「
エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦
」

　
平
成
23
年
度
に
策
定
し
た「
南
三
陸
町
震

災
復
興
計
画
」で
、シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の一つ
と
し
て
、「
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

く
り
」を
掲
げ
、エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
、
災
害
時
の

拠
点
と
な
る
公
共
施
設
や
個
人
住
宅
へ
の
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毎月11日は「南三陸町安全・安心の日」
～１月11日は「家庭内・企業内の防災会議の日」です～

家族や社員の皆さんが一堂に会する場も多いこの時期に、非常食や飲料水の備蓄の状況、非常持出品の保管場
所などについて確認を行いましょう。

家族や社員の皆さんそれぞれの避難場所・緊急時連絡先なども確認し、情報共有しましょう。

町では、非常食や飲料水などの「３日分の備蓄」を強くお願いしています

　町などの公的機関が住民の皆さんの全員分の食料（例：１万５千人×３食×３日＝13
万５千食。乳幼児向けの対応・アレルギー対策なども必要）や飲料水をあらかじめ保管
し、これを迅速かつ的確に行き渡らせることには、限界があります。
　この機会に、３日分としてどういったものをどのくらい備蓄しているかについて確認
し、家族や社員の皆さんでその情報を共有しましょう。
　大規模な災害の発生時に限らず、停電などの際にも役立ちます。皆さんのご理解と
ご協力を強くお願いします。

安全な高台などの避難・集合場所、
緊急時の連絡方法・連絡先を確認しましょう

　より高い場所・より安全な場所について話し合い、確認しましょう。また、
家族が仕事に出た後や社員の皆さんが社外に出ている場合に、それぞれ
が避難を予定する場所などの情報を共有しましょう。
　こうした取り組みは、大規模な災害の発生時における迅速な安否確認
にも役立ちます。

　減災は、皆さんお一人お一人、そして家庭や企
業における取り組みが基本となります。今年１年
も、自助・共助の取り組みについてよろしくお願い
します。　

問 危機管理課住民安全係　☎46-1376

20歳になったら国民年金の加入手続きが必要です

　日本国内に在住している20歳以上60歳未満の人は、国民年金
の被保険者となります。20歳になれば一部の人を除き、市区町村
で国民年金第１号の加入手続きをすることが必要です。国民年金
は、公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年金受給年齢
になったときや年金受給年齢前に病気やけがで重い障害が残っ
たときなどに年金を受け取ることができる重要な制度です。

◎加入手続きが必要な人は
　学生や自営業者などの人で、20歳になって第１号被保険者と
なる人（学生、自営業者、農漁業者、無職の人も含まれます）は、
住民登録している市区町村で手続きをしてください。公務員、社
会保険加入者の人は第２号被保険者となり、勤務先の事業所が
加入手続きを行いますので、個別の手続きは必要ありません。

【日時】１月10日（水）　午前10時～午後３時30分
【場所】役場１階会議室　※石巻年金事務所へ事前予約をしてください。

◎保険料は月額１６,４９０円（平成29年度）です
　国民年金の第１号被保険者の平成29年度の保険料は月額
１６,４９０円です。
　国民年金保険料を未納のままにしていると、将来受け取れる
年金額が少なくなるばかりでなく、障害基礎年金・遺族基礎年
金などを受けられない場合があります。

◎保険料の猶予・免除制度について
　「学生納付特例制度」は、所得がない学生が本人の申請によ
り保険料の納付が猶予される制度です。また、学生以外の一般
の自営業者などは、経済的な理由などによって保険料の納付
が困難なときに、本人の申請によって「保険料免除制度」や「若
年者納付猶予制度」を利用することもできます。

新成人の皆さんへ

問 石巻年金事務所　☎0225-22-5115 / 町民税務課戸籍住民係　☎46-1373

〈今月の年金相談会〉

※ローリングストック（循環備蓄）のすすめ
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